
あ
り
、
ま
た
若
い
う
ち
に
経
験
す
る
こ
と
で
そ
の
後
の
観
光
パ
タ
ー
ン

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
海
外
修
学
旅
行
を
と

り
あ
げ
、
ま
ず
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
の
目
的
地
が
誰

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
選
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
結
果
、
海
外
修
学
旅
行
は
、
日
本
の
海
外
旅
行
の
中
で
も
以
下

の
よ
う
な
特
徴
的
な
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま

ず
、
海
外
修
学
旅
行
の
目
的
地
は
海
外
旅
行
に
比
べ
て
上
位
数
カ
国
・

地
域
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
推
移
に
つ
い
て
も
、
海
外
旅
行

の
目
的
地
は
ア
メ
リ
カ
が
単
独
で
一
位
と
な
り
、
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
は

こ
こ
十
年
ほ
ど
の
間
に
徐
々
に
伸
び
て
き
た
の
に
対
し
、
海
外
修
学
旅

行
の
目
的
地
は
、
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
始
ま
り
徐
々
に
遠
方
の
国
・

地
域
へ
移
行
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
都
道
府
県
別
に
見
た
海
外
旅
行
の
出
国
率
が
、
東
京
、
名
古
屋
、
大

阪
な
ど
の
大
都
市
圏
を
中
心
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
海
外
修
学
旅
行

は
西
日
本
の
実
施
率
が
高
く
、
西
高
東
低
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

海
外
修
学
旅
行
の
目
的
地
選
定
に
は
様
々
な
主
体
が
関
わ
っ
て
い
る

が
、
最
も
影
響
力
が
大
き
い
の
は
参
加
者
で
あ
る
生
徒
で
は
な
く
、
学

校
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
修
学
旅
行
が
教
育
課
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
旅

行
で
あ
る
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
目
的
地
選
定
に
際
し
て
ま
ず
重
視

さ
れ
る
の
は
、
安
全
性
で
あ
る
。
次
に
目
的
地
へ
の
地
理
的
な
近
さ
や

旅
費
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
実
施
率
の
西
高
東
低

と
い
う
特
徴
を
生
み
出
す
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
公
立

高
校
で
は
特
に
各
都
道
府
県
・
政
令
都
市
の
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
修

学
旅
行
の
実
施
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
旅
行
期
間
や
旅
費
な
ど
の

条
件
に
よ
っ
て
目
的
地
が
絞
ら
れ
、
海
外
の
目
的
地
は
近
隣
ア
ジ
ア
諸

国
が
中
心
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
少
子
化
や
学
区
制
の
廃
止
に

よ
っ
て
、
学
校
が
生
徒
確
保
に
向
け
て
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
海
外
修
学
旅
行
を
位
置
づ
け
る
場
合
や
、
小
学
校
や
中
学
校
で

生
徒
が
既
に
訪
れ
た
場
所
を
避
け
よ
う
と
す
る
場
合
な
ど
、
海
外
が
目

的
地
と
し
て
選
択
さ
れ
る
積
極
的
、
消
極
的
理
由
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
同
じ
目
的
地
を
何
度
も
訪
れ
る
こ
と
で
、
担

当
教
員
に
修
学
旅
行
が
一
定
の
型
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
新
鮮
さ
が
失

わ
れ
る
「
マ
ン
ネ
リ
化
」
と
い
う
感
覚
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
、
目
的
地

を
変
更
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
海
外
修
学
旅
行
は
日
本
の
海
外
旅
行
の
中
で
も
独
特

の
特
徴
を
持
ち
、
そ
の
目
的
地
は
様
々
な
要
素
の
「
兼
ね
合
い
」
に
よ

っ
て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

太
宰
治
研
究

―
中
期
〈
女
語
り
〉
作
品
群
の
構
造
を
中
心
に
―

何
　
　
資
宜

太
宰
治
の
〈
女
語
り
〉
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
の
殆
ど
は
、
先
行
研
究
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に
お
い
て
は
、
太
宰
の
「
女
性
観
」
を
論
じ
る
際
に
援
用
さ
れ
る
の
み

で
あ
り
、
本
格
的
な
作
品
論
が
少
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
本
論
文
で

は
、
従
来
の
研
究
史
の
偏
り
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
よ
う
、
中
期
の

〈
女
語
り
〉
作
品
群
を
研
究
対
象
と
し
、
同
時
代
の
時
代
背
景
と
文
壇

思
潮
を
縦
糸
に
し
な
が
ら
、〈
女
語
り
〉
と
い
う
手
法
の
持
つ
意
味
や
、

こ
の
一
連
の
作
品
群
の
太
宰
文
学
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
主
要
な
分
析
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章
は
、「〈
女
語
り
〉
の
発
見
」
と
題
し
、〈
女
語
り
〉
作
品
群

の
第
一
作
「
燈
籠
」
と
第
二
作
「
女
生
徒
」
を
分
析
し
、「
世
間
」
の

「
眼
」
へ
の
意
識
が
、〈
女
語
り
〉
と
い
う
手
法
の
形
成
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
先
行
研
究
で
は
〈
女
語
り
〉

の
発
見
に
関
し
て
、「
弱
者
と
し
て
の
自
分
を
発
見

（
１
）

」
し
、「
現
実
社
会

で
敗
者
と
な
っ
た
太
宰
の
心
情
を
表
現（

２
）

」
し
た
手
法
と
説
か
れ
て
き

た
。
だ
が
、
本
章
で
検
証
し
た
よ
う
に
、〈
女
語
り
〉
は
、
太
宰
の
「
弱

者
」「
敗
者
」
と
し
て
の
表
現
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、「
世
間
」（
特
に

批
評
家
）
の
「
眼
」
を
意
識
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
求
め
よ
う
と
し
て
い

た
「
あ
か
る
」
さ
や
「
女
性
的
な
る
も
の
」
と
い
っ
た
要
素
を
逆
用
し
、

〈
女
性
〉
の
口
を
借
り
て
「
世
間
」
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

第
二
章
は
、「
文
壇
の
風
潮
や
支
配
的
な
〈
読
み
〉
へ
の
批
判
」
と

題
し
、〈
芸
術
家
小
説
〉
と
思
わ
れ
る
「
き
り
ぎ
り
す
」・「
千
代
女
」・

「
恥
」
を
研
究
対
象
と
し
、
当
時
の
文
壇
思
潮
や
読
者
の
読
書
慣
習
と

合
わ
せ
て
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
太
宰
は
同
時
代
の
思
潮
や
読
者
の

嗜
好
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
そ
れ
に
反
感
を
覚
え
、「
小

説
作
法
」
へ
の
自
負
や
不
安
、
時
流
へ
の
抵
抗
感
や
迎
合
を
同
時
に
抱

え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
従
来
、〈
私
小
説
作
家
〉
と
み

な
さ
れ
て
き
た
太
宰
は
、「
作
家
の
私
生
活
の
、
底
の
底
ま
で
剥
ご
う

と
す
る

（
３
）

」
同
時
代
の
〈
読
み
〉
を
自
覚
し
な
が
ら
も
、
あ
え
て
作
中
に

実
生
活
と
虚
構
を
交
え
た
描
写
を
施
し
、
読
者
の
〈
読
み
〉
に
反
撥
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

第
三
章
は
、「
戦
時
下
に
お
け
る
ス
タ
ン
ス
」
と
題
し
、
太
平
洋
戦

争
開
戦
日
の
昂
揚
を
綴
っ
た
「
十
二
月
八
日
」
や
、
戦
時
色
が
見
ら
れ

る
「
雪
の
夜
の
話
」
を
中
心
に
分
析
し
た
。
ま
た
、
戦
時
中
に
お
け
る

太
宰
の
心
境
の
変
化
を
よ
り
明
白
に
把
握
す
る
た
め
、
こ
の
二
作
の
前

後
に
発
表
さ
れ
た
作
品
群
、「
鴎
」・「
新
郎
」・「
散
華
」
な
ど
も
視
野

に
い
れ
な
が
ら
、
作
中
に
現
れ
た
戦
争
へ
の
言
及
を
比
較
し
て
考
察
し

た
。
軍
部
の
力
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
に
浸
透
し
始
め
た
昭
和
十
六

年
、
十
七
年
前
後
に
発
表
さ
れ
た
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、
戦
後
、
太
宰

自
身
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
再
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
昭
和
十

八
年
後
半
以
降
に
発
表
さ
れ
た
も
の
は
、
終
戦
後
に
語
句
の
訂
正
を
若

干
施
さ
れ
な
が
ら
再
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、「
戦
時
の
大
概

念
」
に
妥
協
せ
ず
、
反
俗
の
姿
勢
を
貫
い
た
（
磯
貝
英
夫
氏
）、「
戦
争

に
対
し
て
、
否
定
を
潜
め
た
無
視
、
こ
れ
が
彼
の
一
貫
の
態
度
」
で
あ

る
、
と
い
う
従
来
の
根
強
い
評
価
に
疑
問
を
呈
す
る
の
だ
と
考
え
た
。
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（
１
）
原
　
子
朗
「
太
宰
治
に
お
け
る
〈
を
ん
な
〉
の
言
葉
」（「
国
文
学
」
昭
和
六
十

二
年
一
月
）
十
四
頁

（
２
）
斉
藤
明
美
「
太
宰
治
の
文
体
」（「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
十
三
年
四
月
）
七
十
四
頁

（
３
）
太
宰
　
治
「
一
歩
前
進
二
歩
退
却
」（「
文
筆
」
昭
和
十
三
年
八
月
）。
た
だ
し
引

用
は
『
太
宰
治
全
集
　
第
十
巻
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
）
百
十
八
頁

に
よ
る
。
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